
■
東
京
湾
北
部
地
震
（
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
７
．
３
、
内
陸
直
下
型
地

震
）
、
１
９
２
３
年
関
東
地
震
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
９
、
プ
レ
ー
ト

境
界
型
地
震
）
を
想
定
地
震
と
し
た

場
合
、
元
町
地
域
も
含
む
市
全
域
で

液
状
化
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

し
て
、
液
状
化
対
策
を
実
施
す
る

下
水
道
（汚
水
）

幹
線
、
河
川
横
断
、
防
災
拠
点
や

避
難
所
の
下
水
を
流
下
さ
せ
る
重
要

な
管
路
等
に
つ
い
て
は
、
管
路
、
マ

ン
ホ
ー
ル
に
レ
ベ
ル
Ⅱ
地
震
に
対
し

て
液
状
化
対
策
を
実
施
す
る

「
液
状
化
技
術
検
討
委
員
会
」
は
、

①
地
盤
特
性
の
把
握
と
液
状
化
の

要
因
分
析
、
②
公
共
土
木
施
設
の

被
害
状
況
と
対
策
、
③
建
物
・
宅

地
な
ど
の
被
害
状
況
と
対
策
に
つ

い
て
調
査
検
討
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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浦
安
市
は
液
状
化
の
被
害
状
況
を
調
査
し
、
今
後
の
対
策
を
検

討
す
る
た
め
に
、「
液
状
化
対
策
技
術
検
討
委
員
会
」
を
設
け
て
、

こ
れ
ま
で
に
４
回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
の
「
取
り
ま
と
め
」
が
今
月
１３
日
、
市
議
会
の

「
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
内
容
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

入船 4-37-14
☎355-8526
minamotonton@
jcom.home.ne.jp
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木
美
奈
子

①
地
盤
特
性
の
把
握
と
液
状
化

の
要
因
分
析
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

■
液
状
化
被
害
は
、
埋
立
て
に

用
い
た
細
粒
分
を
多
く
含
む
「
埋

立
て
砂
層
」
が
厚
い
ほ
ど
大
き
く
、

地
下
水
位
が
浅
い
ほ
ど
被
害
が
大

き
く
な
傾
向
が
あ
る
こ
と

■
液
状
化
対
策
（
サ
ン
ド
コ
ン

パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
工
法
、
グ
ラ

ベ
ル
ド
レ
ー
ン
工
法
、
サ
ン
ド
ド

レ
ー
ン
工
法
な
ど
）
を
実
施
し
た

エ
リ
ア
で
は
噴
砂
現
象
が
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と

【
レ
ベ
ル
Ⅱ
地
震
動
】

そ
の
構
造
物
が
受
け
る
で
あ
ろ
う

過
去
、
将
来
に
わ
た
っ
て
最
強
と
考

え
ら
れ
る
地
震
動
。
想
定
し
う
る
範

囲
内
で
、
最
大
規
模
の
地
震

②
公
共
土
木
施
設
の
被
害
状
況

分
析
と
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
と

下
水
道
に
つ
い
て
市
民
生
活
に
大

き
な
支
障
が
生
じ
た
と
し
、
確
保
す

べ
き
性
能
を
次
の
よ
う
に
取
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。

道
路防

災
計
画
で
定
め
て
い
る
緊
急

輸
送
路
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
路
線

に
つ
い
て
は
レ
ベ
ル
Ⅱ
地
震
に
対

③
戸
建
て
住
宅
の
被
害
は
、
建
物
が

隣
接
す
る
場
合
に
は
両
者
の
上
部
が

近
づ
く
方
向
に
傾
斜
し
、
道
路
を
挟

ん
だ
建
物
で
は
両
者
が
離
れ
あ
う
方

向
に
傾
斜
す
る
傾
向
が
判
明
し
た
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
建
物

荷
重
の
重
ね
合
わ
せ
、
道
路
側
の
噴

砂
・
沈
下
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

戸
建
て
住
宅
の
う
ち
、
沈
下
対
策

と
し
て
柱
状
改
良
が
行
わ
れ
て
い
て

も
、
一
部
の
建
物
で
被
害
が
認
め
ら

れ
、
そ
れ
は
液
状
化
し
た
層
の
下
部

地
盤
ま
で
地
盤
改
良
が
届
い
て
い
な

裏
面
に
続
く



い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。

戸
建
て
住
宅
の
沈
下
修
復
工
法

に
つ
い
て
は
１２
種
類
の
工
法
を
取

り
ま
と
め
、
適
用
条
件
や
概
算
費

用
、
留
意
点
な
ど
も
提
示
し
ま
し

た
。

浦
安
市
は
、
検
討
委
員
会
の
取
り

ま
と
め
の
中
で
、
「
液
状
化
対
策
推

進
事
業
」
で
「
地
下
水
位
低
下
工
法
」

を
採
用
す
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

「
液
状
化
対
策
事
業
」
は
、
道
路

や
下
水
道
な
ど
と
そ
れ
ら
に
隣
接

す
る
既
存
の
戸
建
て
住
宅
の
液
状

化
対
策
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
高
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

同
事
業
は
政
府
が
第
３
次
補
正

予
算
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
す
が
、

一
度
液
状
化
し
た
地
盤
が
再
び
大

き
な
地
震
で
液
状
化
す
る
危
険
性

が
専
門
家
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

た
め
、
被
災
者
か
ら
予
防
対
策
と

し
て
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

国
交
省
は
こ
の
事
業
で
ど
の
よ

う
な
工
法
を
採
用
す
る
か
は
「
自

治
体
が
決
め
る
」
と
す
る
見
解
を

こ
れ
ま
で
示
し
て
き
ま
し
た
。

浦
安
市
は
、
技
術
開
発
の
状
況

や
住
宅
所
有
者
の
費
用
負
担
の
観

点
か
ら
実
現
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
、
５
つ
の
工
法
の
中
か
ら
「
地

下
水
位
低
下
工
法
」
を
選
択
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
１１

月

１４
日
、
国
に
対
す
る
新
年
度
予
算

要
望
の
中
で
、
こ
の
事
業
に
つ
い

て
国
土
交
通
省
に
説
明
を
求
め
る

と
共
に
、
事
業
内
容
の
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

説
明
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

は
、
公
共
施
設
部
分
の
費
用
は
復

興
交
付
金
な
ど
に
よ
り
全
額
国
の

負
担
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
た
め
、

自
治
体
負
担
は
な
い
も
の
の
、
民

間
宅
地
部
分
は
宅
地
所
有
者
の
負

担
と
な
る
こ
と
で
し
た
。

道
路
な
ど
の
液
状
化
対
策
を
こ

う
じ
て
も
、
民
間
宅
地
で
対
策
が
取

ら
れ
な
け
れ
ば
地
盤
強
度
に
差
が

生
じ
、
ふ
た
た
び
建
物
が
被
害
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
す

で
に
自
己
負
担
で
修
復
工
事
を
済

ま
せ
た
戸
建
て
住
宅
も
あ
り
、
今

後
、
ど
の
程
度
、
市
民
が
こ
の
事
業

に
手
を
挙
げ
参
加
す
る
の
か
、
少
な

く
と
も
１
街
区
１０
戸
以
上
の
合
意

形
成
が
必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
宅
地
所
有
者
の

負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

日本共産党は１２月議会に子宮頸がんワクチ

ン、ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチンの「定期接

種に関し、早期に国の制度確立を求める意見書」

を発議するために各会派などに働きかけて準備を

進めてきました。案文についての調整がすすみ、

議員全員で発議できる見込みです。

採決は最終日２１日に行われます。

国
に
液
状
化
対
策
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
宅
地
所
有
者
の
費
用
負
担
軽
減
を

求
め
る
党
市
議
団
＝
１１
月
１４
日


